
　
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
時
に
、
国
か
ら
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
り
送
ら
れ
て
く
る
情
報
を
確
実
に
お
知
ら
せ
す

る
た
め
、
全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
と
し
て
12
月
４
日
㈬
午
前
11
時
頃
に

防
災
無
線
の
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
防
災
無
線
チ
ャ
イ
ム
の
後
に
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
」
と
３
回
繰
り
返
し
「
こ
ち
ら
は
、
防
災
や
ち
よ
で
す
」
と

放
送
、
最
後
に
防
災
無
線
チ
ャ
イ
ム
が
流
れ
ま
す
。
気
象
状
況
な
ど
に
よ

っ
て
は
、
試
験
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
今
回
の
訓

練
の
ほ
か
に
２
月
19
日
㈬
に
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。
（
危
機
管
理
課
）

12
月
４
日
㈬
に
防
災
無
線
で
の
試
験
放
送

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
を
行
い
ま
す

　
12
月
８
日
㈰
に
、
ニ
ュ
ー
リ
バ
ー
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
in
八
千
代
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
は
、
新
川
遊
歩
道
を
含
む
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
道
路
や
そ

の
周
辺
で
通
行
止
め
な
ど
の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
現
場
の
警
察
官
や

係
員
の
指
示
に
従
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
）

ニ
ュ
ー
リ
バ
ー
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
開
催
に
伴
う

交
通
規
制
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
12
月
に
開
催
さ
れ
る
「
第
29
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ

カ
ー
in
八
千
代
」
の
期
間
中
に
、
外
国
人
選
手
た
ち
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

受
け
入
れ
が
で
き
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
選
手
２
人
一

組
で
の
受
け
入
れ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
依
頼
内
容
は
、
①
大
会
会
場
へ
の
選
手
の
送
迎
、
②
朝
晩
の
食
事
の
用

意
、③
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
洗
濯
な
ど
で
す
。
引
き
受
け
ら
れ
る
人
、興
味・

関
心
の
あ
る
人
は
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
４
８
１
）０
３
０
５
へ
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
ご
協
力
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
in
八
千
代

●八千代の人口　19万9,603人（+205人）　男 9万8,692人（＋84人）　女 10万911人（＋121人）　●八千代の世帯　8万9,685世帯（＋134世帯）　９月末現在。（　）内は前月比

今号の紙面から

▲八千代台駅の西口ロータリーに残る、住宅団地発祥の碑。千葉県住宅協会は、千葉県住宅供給公社へと組織が変更に

み
ん
な
の
憧
れ
だ
っ
た
モ
ダ
ン
住
宅

日
本
初
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン「
八
千
代
台
団
地
」

昭和29年１月、大和田町と睦村の合併で八千代町が誕生した頃、八千代台は
習志野騎兵旅団が駐屯していた広大なすすき野原でした。その土地に住宅だけで
なく、商店、学校、公園の配置など一つのまちを建設するという、当時としては
ほかに例がない初めてのニュータウンの造成プロジェクトが行われました。昭和
31年に分譲が始まった日本初の住宅団地は、瓦屋根が珍しいみんなが憧れるモダ
ン住宅。これがきっかけで、本市は東京のベッドタウンとして急速に発展しました。
開発当初の家屋はほとんど残っていませんが、駅を中心に放射状に広がる道路
や区画は昔のまま。落ち着きある街並みは、その頃の面影を残しています。

◆八千代市決算のあらまし……２～４
◆来年の成人式は１月12日㈰
　運営スタッフを募集しています…３
◆市内のパン屋と女子高生が考案
　やちパンプロジェクト……………３
◆国保料の納め忘れにご注意を……５
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